
塔語果賓の欒色に閲すろ貨験結果  

（輝請時報 欝22奄 第2号に発表のもの）  

賀   岩   雄  

鮮琵な色彩と奉った形体菜とは、共有する可艮爽顔海風昧と共に、噂話果実にとっては具備すべ  

き重要な僚件の一つであるが、問々櫛惑の感を懐かせる程度にさへ変色した填喪具実を見ることが   

ある。それ等の填器具実の変色は、噂話前の原料果実調理中に生じたものと、噂話になって彼の  

殺菌加熱工程中並に型了後の貯萩中に生じたものと、並に某所者の合体によるものとが考へられる   

填語並把握諸県其の変色（旗封勿の作用によるものは除く）には褐色化、紅色化、繋色化、黒色化  

或は褐色等倍々あって、それ等の変色に関興する成分、生産物、変色の機構等一様草紙なものでは  

なく、可成夜確したものもあることと考へられる。筆者の本文に於て記載する朗のものは、敦肉桃  

を壁諸に襲迭後、貯蔵単に発現することある果肉の褐色への変化に関するものである。填諸県寅並  

（こ拝詰果其の建造後貯戎申に生起さるべき果実の変色は、袈邁工程申の殺菌加熱に於ける加熱線度  

が極瑞に低湿でない軋り（実感宰に於ては兎も角、実際工場に於ては古度の渡慶を使用して行ふのが普通で  

ある）酵素作用による酸化変色なるものは考へられない桝であって、其殆んど大部分は、タンニン  

物質其他の自動醇化による変色か、或は非酸化性の或他の原因に辟せらるべき変色であらう⊂とが  

推定せられる。   

筆者畔皿）等は、前に貯蔵申に於ける噂話蜜柑の変色について実験をなし、次の如き事実を認めた  

イ、歩詰蜜柑の変色には程色と褐色化とのこつの却がある。  

ロ．樋包ば膚射針光に当てて置いた時に現はれヽ残存重義量の多いものに於ては部分的白色化が現ほ観る（  

カロチノイド色素の観色）。  

ノ、、褐色イヒは睾内の分散光線下に於ても、亦時節に於ても同株に起る。  

こ、褐色化は垣内に残存の垂範曇又は蓋付密封の展塵度と相関的関係が認められ、捜存垂範景が多い程褐色  

化傾向が大である。直射日光に聾てて置いたものに於ても、年分藷の如く多量に上部空慮を作わ、残存  

垂範塵の多いものに於ては、部分的に白色偲現象を起すと共に、褐色化現象をも伴ふのを認めた。  

索、高温ぼ褐色化を促達する。  

そして筆者等は貯蔵申に於ける墳語牧村の褐色化傾向を阻止する方法として  

イ、出奔得る限b囁雷割利こ酸素の残存することを初刊する方法を誘ずること。  
ヽ  

ロ、喫詫内に衛塵上有嘗でない懐イヒ防止剤（但し薬剤それ自体の徽化又は分解によって着色物を生ずること  

のないもの）の添加について考究すること等を挙げて置いた。   

建諸県異に於ては貯萩中に於て褐色イヒの現象は余り盗験Lノない朋であるが、填詰果異に於ては晴  

朗に置いても褐色化が明朗に置いたものと殆んど同様に進行すること以上散薬した通りであるが、  

筆者は、以上の巽験を実施しなレ、以前に於ては、墳詰果冥の褐色イヒは壌語内に閉込められ、或は果  

肉内に吸赦された醗車以外に光線の作用が附加されるために轟甜果実よりも管しく褐色化の傾向が  
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大もきのと想像していたのであるが、以上の観察総見よりして、繕譜内に於ては果実駿の躍材金屈  

に対する腐蝕作用に原因して発生する水素の道元作用と濯再説葉の消費とが結語果実をして垣詰果  

実よりも貯蔵中に於ける褐色イ己償向を著Lく臥Lしてゐる主原因であって、光線の透過、不透過が  

殆んと問矧・こならないと云ふ想克が下される様になった○  

本文に於て筆者は、草間桃の填詰円に錫級を脱衣せしめた時に、蟄肉桃の褐色化に何等かの影響  

を果して輿へるものであるかどうかについて笑験した結果について報告することとする0鏑ほ同時  

に、混入取液の果肉褐色化に対する作用についても観察した朗を記載と一て置きたいと恩ふ0 ．  

普験方法と結果   

数肉桃の晶踵   

実験の材料に供した品踵は、東洋総務専修学校南花屋敷農園に植栽のクスカンである。  

填常に製造の方法   

前処理……アルカリ別離法によって別反し、水洗後頓に詰める迄の問に於て変色するのを阻止す  

るため三一四分間蒸蒸し、攻で水「Pに沈めて置く。   

充 填……全県を四乃至六割となし、可及的色彩の揃ったものを資料としてハネック三尊頓に各  

．220瓦苑詰める。   

注入液……噂話を数組に区分し、或組に臥投入液阜Lて眞水を使用し、他の組には歯液を使用  

した。轡液もえ誓鹿波と葡萄臍（局方の純白のを使用）の二應を掟用した。それ等の内一  

部分のものには鉛板（2昌Xl・1舶寸、壌虫55瓦）三枚を入れて見た。注入液は一度煮排し  

たものむ併用した。騎液は加熱により着色させない浅に注意したが選分敢色を帯びて  

ゐた。   

慧付碑封と殺菌加熱……篭付密封は展墓寄付機械を供用して、15吋と25 吋との両度基度にて  

行った。殺菌は百度にて25分間加熱した。   

試験填譜の明細……次の表の通りであるD  

検品番・夢  睦90う0。掩液 警スカ讐種（和銅。雷）苧変 哲枚有塩盃   
1  フk   220   15   

2  〝   〝   〝   

3  〝   〝   〝  錫 横 混 入   

4  〝   〝   I/ 鏡 板 混 入   

5  〝   〝   25  

6  〝   〝   25   

7  30％薦輸液   〝   1．5  

8  〝   〝   〝  

り  〝   〝   〝  

10  〝   〝   錫板混入   

11  〝   〝   

12  〝   〝   

13  30％葡萄糖滅   〝   
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貯蔵方法   

昭和16年8月1き 日より昭和1ア年11月30日に至る約1ケ年3ケ月年の間、3ア度の過   

重に（嗜鼎）貯蔵L．て置いた。  

貯蔵中に於ける変色   

昭和ユア年11月80日塩竃より叔出し、其変色の程度について比較観察をなL．、次表の如き結   

果を得た。   

イ、背紋紅、黄色を呈し、色彩可艮と認めたものは次の通りである。  

但L．初め把記載したもの程良好であって、後に行くに従って梢々褐色昧を加へる。  

右の組に色彩良好であるとし  

て包括されたものは、1水を  

注入液として廠用したものの  

全部と、2糖液を注入として  

使月」したものに於ては錫板を  

混在させたものに限られてゐ  

ることが注目せられるb   

口、布教鴇色を蓋し、色彩  

可艮と云ひ簸いものは  

次の如くであるが、殊に表の  

蓋付虞重度（吋〕l鏡板ゐ有無  ・検品番号  睦入液種別   

末尾に記載のものは可成褐色化が大であった。  

試験結果申摘要と考察  

1、槍液を注入したものは  

水を注入したものに比  

較して、壇語の貯蔵中  

に於ける資肉挑の鴇色  

化が大である。  

2、錫板の存凄は、蟄肉桃   

蓋付展垂床l錫額の有無  検品番号  牲  入  液  

の貯車中に於ける褐色化傾向に対して阻止作用のあることが見られる。  

吉、それ等の故妃、水を注入液として使用し、中拓銀坂を温凄させて置いたものは最も良く、賛  

肉桃の鮮麗な敢色を保持してゐた。  

ヰ、臆糖液を注入液として使用したものと、葡萄糖液を注入液として使用したものとの間に於て  
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軋喪肉桃の褐色化傾向に対して明確な区別を認め難いが、強ひて云へぼ、葡萄槍液を注入   

液として樽用したものの方が良好ではないかとの印象を受ける0併し潅釆ではない0  

5、葦付展墓虔の大きいものの方が、褐色イヒの程度が少ない様に感ぜられる0  

6、噂話敦肉桃の貯赦中に於ける褐色化は、主として果肉申のタンニン物質の自動酸化に基づく   

ものと考へてゐたが、以上の鮭果に徹して糖分の分解塵生物も赤褐色化現象に関興するもの   

で率ることが推定される0  

7、恐らくは酸の存在に於て加水分解を受けて生じた権化鍍が、更にオメガ、－オキシ、メそ－ノじ   

フルプロ′－ルの如きものになり、それが自動酸化をなして褐色化現象に開輿するものと想像  

する。  

8、鏡板の鴇色化阻止の作用は道元作用に解せらるペきものと考へる0   

本実験に当り資料調輿上努力された久保久萎君に感謝する0   
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